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【取組の内容】 

１ 取組事例名 

電力の切り替えで再生可能エネルギーを普及しよう！ 

    

２ 取組期間 

平成 29 年 10 月～（継続中） 

    

３ 取組概要 

本市では、再生可能エネルギーの導入拡大の創出を目的とした「吹田市電力の調達に係る環境配慮方針」

を策定し、公共施設において電力の調達契約の競争入札を実施する場合に、再生可能エネルギー比率の高い

電気を供給することを主な入札参加条件とした、環境配慮型の電力調達を行っています。 

平成 29 年 10 月から特別高圧又は高圧で受電している 79 の公共施設を対象に電力の切り替えを行いまし

た（受電期間：1 年間）。平成 30 年 10 月からは、さらに対象施設を低圧受電の施設や負荷率の高い高圧受

電の施設にも拡大し、計 296 施設で再生可能エネルギー比率の高い電気を供給する事業者からの電力受給を

開始する予定です（6 月の入札で事業者が決定する見込み。受給期間：1年間）。 
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４ 背景・目的 

・背景 

気温上昇を２度以下に抑えるためには、2100 年までに温室効果ガス排出量をゼロ又はマイナスにす

る必要があり、パリ協定ではさらに 1.5 度に抑える努力を追及することとなっています。そのためには、

温室効果ガスの排出量を抑制したエネルギーを創りだすことが必要であり、中でも自然エネルギーを活

用する再生可能エネルギーの役割は非常に重要なものと考えています。 

このことから、本市では、平成 29 年度以降の電力の調達において、再生可能エネルギー比率の高い

電気を供給する等、環境に配慮した小売電気事業者から電力調達を行うため「吹田市電力の調達に係る

環境配慮方針」を策定しました。 

 

・目的 

本市が公共施設において率先して再生可能エネルギー比率の高い電気を供給する事業者から電力調

達を行うことで、市民に対しても同様の事業者からの電力の調達を促すとともに、小売電気事業者が再

生可能エネルギー比率の高い電気の供給を増やすことで、再生可能エネルギーの導入拡大を創出するこ

とを目的としています。 
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５ 取組の具体的内容 

・電力の調達 

平成 29 年 10 月、特別高圧又は高圧で受電している公共施設の内、負荷率の低い（概ね 40％以下）本

庁舎や小中学校などの 79の公共施設で、太陽光発電を主な電源とする再生可能エネルギー比率の高い電

力を供給する事業者に契約を切り替えました（受給期間：1年間）。 

また、平成30年10月からは、平成29年度に切り替えた施設に加え、低圧受電の施設や負荷率の高い（40％

超）特別高圧又は高圧受電の施設にも対象を拡大し、計 296 施設で、再生可能エネルギー比率の高い電力

を供給する事業者からの電力受給を開始する予定です（6 月の入札で事業者が決定する見込み。受給期間：

1 年間）。 

 

・電力調達に関する周知・広報 

本取組について、報道機関への情報提供を行い、一部の日刊紙（社会面）に本市の再生可能エネルギー

比率に重点を置いた電力調達方式を「吹田方式」として取り上げていただきました。 

本市ホームページに本市の電力調達に関するページの他に、「吹田方式」の電力調達を普及させる目的で

「再生可能エネルギーから作られた電気を選びませんか！？」というページを作成し、公開しています。 

http://www.city.suita.osaka.jp/home/soshiki/div-kankyo/kankyoseisaku/energy/_84166/_88013.ht

ml 

その他、平成 30 年 2 月に出前講座を 1 回実施し、市民向けの地球温暖化対策の講座を開催する中で本取

組について紹介し、電力の切り替えを呼びかけました。 
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６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

「吹田市電力の調達に係る環境配慮方針」に基づき実施する電力の調達方法は、環境に係る評価項目にお

いて、評価点が規定の得点に達した小売電気事業者を対象として、価格による競争入札を実施する「裾切り

方式」によるものです。 

この裾切り方式は、国等においても実施している方式ですが、本市の独自性として、環境に係る評価項目

を、低炭素社会への転換に向けて更なる普及拡大が課題となっている再生可能エネルギーの導入拡大に関す

る項目に特化することで、小売電気事業者の再生可能エネルギーに由来する電気の比率の向上等を促し、再

生可能エネルギー導入拡大の創出を図るものとなっています。 

 

 

 

※いずれも条件付一般競争入札（裾切り方式）。下記の条件を満たした事業者による価格による競争入札を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹田市独自の方式 



5 

 

７ 取組の効果・費用 

 平成 29 年度に実施した電力調達の入札の結果、以下の効果がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本市の使用電力における再生可能エネルギー比率が約 4.4 倍。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・予定価格の 70.5％の金額で落札し、約１億８千万円の削減。 

 

※予定価格及び落札額には、燃料調整費及び再エネ発電促進賦課金など、定期的に変動する額は含まれていません。 

 

８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

・入札参加要件の設定 

 再生可能エネルギーの比率の高い事業者が少ない中で、入札参加要件を如何に設定するかに苦慮しまし

た。再生可能エネルギー導入拡大の創出という目的を達することと、一定の競争性を担保することのバラン

スの中で入札参加要件を設定しました。また、事業者ヘは入札を実施するにあたり、予め策定した「吹田市

電力の調達に係る環境配慮方針」の PRを行い、入札への参加を呼びかけました。 

 

・実施主体となる部局の決定 

 「吹田市電力の調達に係る環境配慮方針」を策定した環境部において、各施設の電力使用量等を取りまと

めて入札・契約を行う仕組みとすることを決める際に大変悩みました。電力供給を受けている各公共施設の

管理者が個別で入札・契約を行う仕組みも考えられましたが、電力調達を行うスケールメリットや円滑に電

力の切り替えを進めるため、入札・契約業務については短期間であることを踏まえ、一時的な業務量の増加

はやむを得ないと判断し、当該業務を環境部で担うこととしました。 
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９ 今後の予定・構想 

・「吹田方式」の自治体への PR 

行革甲子園 2018 への応募の他、広く「吹田方式」を PRする方策を検討します。また、府内の自治体

に対しては、府が設置している「おおさかスマートエネルギー協議会」を通して情報提供を行っていま

すので、まずは府内の自治体間において再生可能エネルギー比率の高い電力調達の潮流を作りだせない

か、検討していきます。 

 

・市内の一般家庭や民間企業へ PR 

市民団体や商工会議所などと連携し、電力切替講座などを開催して普及を図っていきたいと考えてい

ます。 

 

・環境まちづくり基金の活用による環境施策の推進 

  本市は、吹田市第 2次環境基本計画（改訂版）や吹田市役所エコオフィスプラン（地方公共団

体実行計画（事務事業編）に位置付けた計画）等の行政計画をより効果的に実施していくととも

に、環境に配慮した先進的な取組みを行うため、平成 30年 3 月に環境まちづくり基金を設置しま

した。この環境まちづくり基金は、本市の電力調達により電気料金が削減されたことをきっかけ

として、設置したものであり、電気料金削減額の一部を基金の財源として積み立てています。 

  基金を活用し、さらなる再生可能エネルギーの導入促進等の環境施策の推進に取り組みたいと

考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 他団体へのアドバイス 

 自治体が電力調達を入札に切り替える際の最大の要因は、確かにコスト削減です。コスト削減だけを考慮

すれば、条件を設けずに入札を行う方が有利に働きます。しかし、環境に配慮した電力調達が可能である今、

多少コスト削減効果が小さくなる可能性があったとしても、環境配慮という付加価値を付けた電力調達を率

先実行することが、地方公共団体が担う役割ではないかと感じています。環境配慮として再生可能エネルギ

ーの比率の高い事業者を選択することは、再生可能エネルギーの導入拡大を創出に寄与し、持続可能な社会

の実現に繋がる取組です。 

ぜひ、本市の電力調達に興味を持たれた地方公共団体のご担当者様は、ご一報ください。本市のノウハウ

を全てご提供させていただきます。電力調達未実施の団体では、一定の業務量の増加はありますが、入札・

契約事務を行う期間は短期間ですし、業務量の増加も一時的です。このため、かける労力に対して得られる

効果が非常に大きい事業です。一緒に持続可能な社会の実現に向けた取組を進めましょう。 
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１１ 取組について記載したホームページ 

吹田市の電力調達 

http://www.city.suita.osaka.jp/home/soshiki/div-kankyo/kankyoseisaku/energy/_84166.html 
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